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(57)【要約】
【課題】ノンガスタイプの泡吐出容器に収容され、使用時に容器から泡状に吐出される液
体洗浄剤組成物であって、容器の目詰まりもなく、クリーミーで安定した泡が得られ、洗
浄後のコンディショニング効果に優れ、低温下においても泡の形成性に優れる液体洗浄剤
組成物を提供する。
【解決手段】多孔質膜を有するノンガスタイプの泡吐出容器に収容され、使用時に前記多
孔質膜を介して容器から泡状に吐出される液体洗浄剤組成物であって、（ａ）特定のアシ
ルタウリン塩（例えば、Ｎ－デカノイルＮ－メチルタウリン塩、等）を１～３０質量％、
（ｂ）両性界面活性剤（例えば、ヤシ油脂肪酸アミドプロピルベタイン、２－ヤシ油脂肪
酸アルキル－Ｎ－カルボキシエチル－Ｎ－ヒドロキシエチルイミダゾリニウムベタイン、
等）を０．１～１５質量％、および（ｃ）カチオン化デンプンを０．０１～３質量％含有
することを特徴とする、液体洗浄剤組成物。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　多孔質膜を有するノンガスタイプの泡吐出容器に収容され、使用時に前記多孔質膜を介
して容器から泡状に吐出される液体洗浄剤組成物であって、（ａ）下記式（I）：

〔式（I）中、Ｒ1ＣＯ－は炭素原子数６～１０の飽和または不飽和の脂肪酸残基（アシル
基）を示し；Ｒ2は水素原子、または炭素原子数１～３のアルキル基を示し；Ｍ1は水素原
子、アルカリ金属類、アルカリ土類金属類、アンモニウムまたは有機アミン類を示し；ｎ
は１～３の整数を示す。〕
で表される短鎖長アシルタウリン塩を１～３０質量％、（ｂ）両性界面活性剤を０．１～
１５質量％、および（ｃ）カチオン化デンプンを０．０１～２質量％含有することを特徴
とする、液体洗浄剤組成物。
【請求項２】
　（ｂ）成分が、ヤシ油脂肪酸アミドプロピルベタイン、ヤシ油脂肪酸アミノメチルスル
ホプロピルベタイン、２－ヤシ油脂肪酸アルキル－Ｎ－カルボキシエチル－Ｎ－ヒドロキ
シエチルイミダゾリニウムベタイン、ラウリルアミノメチル－ビス－（２－ヒドロキシエ
チル）－スルホプロピルベタイン、およびＮ－ラウロイル－Ｎ－（２－ヒドロキシエチル
）－Ｎ’，Ｎ’－ビス（カルボキシエチル）エチレンジアミンの中から選ばれる１種また
は２種以上である、請求項１記載の液体洗浄剤組成物。
【請求項３】
　（ｂ）成分が２－ヤシ油脂肪酸アルキル－Ｎ－カルボキシエチル－Ｎ－ヒドロキシエチ
ルイミダゾリニウムベタイン、および／または、ヤシ油脂肪酸アミドプロピルベタインで
ある、請求項１または２記載の液体洗浄剤組成物。
【請求項４】
　ノンガスタイプの泡吐出容器がスクイズフォーマー型容器、あるいはポンプフォーマー
型容器である、請求項１～３のいずれか１項に記載の液体洗浄剤組成物。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、多孔質膜を有するノンガスタイプの泡吐出容器に収容され、使用時に前記多
孔質膜を介して容器から泡状に吐出される液体洗浄剤組成物に関する。さらに詳しくは、
目詰まりがなく、クリーミーで安定した泡が得られ、冬の時期などの低温下においても泡
の形成性に優れ、しかも洗浄後のコンディショニング効果にも優れる液体洗浄剤組成物に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　ノンガスタイプの泡吐出容器に収容され、使用時に該容器から泡状に吐出される液体洗
浄剤組成物については、これまで種々提案されている（例えば、特許文献１～６参照）。
このようなノンガスタイプの泡吐出容器に収容される液体洗浄剤組成物では、泡質（泡の
クリーミーさ、泡の細かさ、等）、泡状に吐出させる際の目詰まり防止の改善等を図って
いる。特に近年、消費者の使用性等に対する要求も従来に比べ高まる傾向がみられ、泡質
のより一層の向上、洗浄後の使用感の向上、目詰まり防止等について、従来にもましてよ
り一層の技術の向上が求められている。また従来、冬の時期などの低温下において泡の形
成性が低下するという問題があったが、これに対する解決策も要望されている。
【０００３】
【特許文献１】特開平５－１３２７００号公報
【特許文献２】特開平７－２５２１３２号公報
【特許文献３】特開平８－１３１８０９号公報
【特許文献４】特開２００５－１８７３５９号公報
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【特許文献５】特開２００５－１８７４１１号公報
【特許文献６】特許第３８１５５３８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は上記事情に鑑みてなされたもので、ノンガスタイプの泡吐出容器に収容され、
使用時に該容器から泡状に吐出される液体洗浄剤組成物において、目詰まりがなく、クリ
ーミーで安定した泡が得られ、洗浄後のコンディショニング効果に優れ、冬の時期などの
低温下においても良好な泡の形成性を保つことができる液体洗浄剤組成物を提供すること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明者は、上記目的を達成するため鋭意検討した結果、組成物中に溶存状態で存在す
る特定のカチオン性高分子化合物に着目するに至り、該カチオン性高分子化合物を特定の
アニオン性界面活性剤および両性界面活性剤とを含有する液体洗浄剤組成物に配合すると
、これらが相乗的に作用して、泡吐出容器に充填して泡状に吐出する形態として使用する
にあたり、容器の目詰まりもなく、クリーミーで安定した泡が得られること、併せて優れ
たコンディショニング効果が得られること、また冬の時期などの低温下においても泡の形
成性に優れることを見出し、本発明をなすに至った。
【０００６】
　すなわち本発明は、多孔質膜を有するノンガスタイプの泡吐出容器に収容され、使用時
に前記多孔質膜を介して容器から泡状に吐出される液体洗浄剤組成物であって、（ａ）下
記式（I）：
【０００７】

【０００８】
〔式（I）中、Ｒ1ＣＯ－は炭素原子数６～１０の飽和または不飽和の脂肪酸残基（アシル
基）を示し；Ｒ2は水素原子、または炭素原子数１～３のアルキル基を示し；Ｍ1は水素原
子、アルカリ金属類、アルカリ土類金属類、アンモニウムまたは有機アミン類を示し；ｎ
は１～３の整数を示す。〕
で表される短鎖長アシルタウリン塩を１～３０質量％、（ｂ）両性界面活性剤を０．１～
１５質量％、および（ｃ）カチオン化デンプンを０．０１～２質量％含有することを特徴
とする、液体洗浄剤組成物を提供する。
【０００９】
　また本発明は、（ｂ）成分が、ヤシ油脂肪酸アミドプロピルベタイン、ヤシ油脂肪酸ア
ミノメチルスルホプロピルベタイン、２－ヤシ油脂肪酸アルキル－Ｎ－カルボキシエチル
－Ｎ－ヒドロキシエチルイミダゾリニウムベタイン、ラウリルアミノメチル－ビス－（２
－ヒドロキシエチル）－スルホプロピルベタイン、およびＮ－ラウロイル－Ｎ－（２－ヒ
ドロキシエチル）－Ｎ’，Ｎ’－ビス（カルボキシエチル）エチレンジアミンの中から選
ばれる１種または２種以上である、上記液体洗浄剤組成物を提供する。
【００１０】
　また本発明は、（ｂ）成分が２－ヤシ油脂肪酸アルキル－Ｎ－カルボキシエチル－Ｎ－
ヒドロキシエチルイミダゾリニウムベタイン、および／または、ヤシ油脂肪酸アミドプロ
ピルベタインである、上記液体洗浄剤組成物を提供する。
【００１１】
　また本発明は、ノンガスタイプの泡吐出容器がスクイズフォーマー型容器、あるいはポ
ンプフォーマー型容器である、上記液体洗浄剤組成物を提供する。
【発明の効果】
【００１２】
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　本発明により、多孔質膜を有するノンガスタイプの泡吐出容器に収容され、使用時に前
記多孔質膜を介して容器から泡状に吐出される液体洗浄剤組成物であって、容器の目詰ま
りもなく、クリーミーで安定した泡が得られ、しかも洗浄後のコンディショニング効果に
優れ、また低温下においても泡の形成性に優れる液体洗浄剤組成物が提供される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、本発明について詳述する。
【００１４】
　本発明に用いられる（ａ）成分は、下記式（I）で表される短鎖長アシルタウリン塩で
ある。
【００１５】

【００１６】
　上記式（I）中、Ｒ1ＣＯは炭素原子数６～１０の飽和または不飽和の脂肪酸残基（アシ
ル基）を示す。該アシル基は直鎖であっても分岐鎖であってもよく、具体的には、ヘキサ
ノイル基、オクタノイル基、デカノイル基などの飽和アシル基、ヘキセノイル基、オクセ
ノイル基、デセノイル基などの不飽和アシル基が挙げられる。アシル基の炭素原子数が５
以下では毛髪や皮膚への刺激が強くなり、泡質および泡立ち、また洗浄を行ったときのす
すぎ時にきしみ感がある。また炭素原子数が１１以上の場合は冬の時期などの低温下にお
いて増粘し、吐出時の泡の感触が悪化する。
【００１７】
　Ｒ2は水素原子、または炭素原子数１～３のアルキル基を示す。本発明ではメチル基が
好ましい。
【００１８】
　ｎは１～３の整数を示す。
【００１９】
　Ｍ1は水素原子、アルカリ金属類（例えば、ナトリウム、カリウム、リチウム等）、ア
ルカリ土類金属類（例えば、カルシウム、マグネシウム等）、アンモニウムまたは有機ア
ミン類（例えば、トリエタノールアミン等）を示す。
【００２０】
　（ａ）成分の具体例としては、例えば、Ｎ－ヘキサノイル－Ｎ－メチルタウリンナトリ
ウム、Ｎ－オクタノイル－Ｎ－メチルタウリンナトリウム、Ｎ－デカノイル－Ｎ－メチル
タウリンナトリウム、Ｎ－ヘキセノイル－Ｎ－メチルタウリンナトリウム、Ｎ－オクテノ
イル－Ｎ－メチルタウリンナトリウム、Ｎ－デセノイル－Ｎ－メチルタウリンナトリウム
等や、これら例示化合物のナトリウム塩を他のアルカリ金属類（カリウム等）、アルカリ
土類金属類、アンモニウム、有機アミン類等の塩に代えたもの等が挙げられる。ただしこ
れら例示に限定されるものでない。（ａ）成分は１種または２種以上を用いることができ
る。
【００２１】
　（ａ）成分の配合量は、本発明の液体洗浄剤組成物中、１～３０質量％であり、好まし
くは５～２０質量％である。配合量が１質量％未満では、洗髪時等の泡立ちが得られず、
また洗浄力不足となる。一方、３０質量％を超えると系が増粘し、吐出時の泡のクリーミ
ー性が得られず、また安定性に劣る上、すすぎ時のきしみが大きくなりコンディショニン
グ性が得られない。
【００２２】
　本発明に用いられる（ｂ）成分としての両性界面活性剤は、一般に化粧料に用いられ得
るものであれば特に限定されるものでなく、例えば下記式（II）～（V）に示す化合物が
挙げられる。
【００２３】
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【００２４】
〔式（II）中、Ｒ3は炭素原子数７～２１直鎖状または分岐鎖状の飽和または不飽和の炭
化水素基を表し；Ｒ4、Ｒ5は、それぞれ独立に炭素原子数１～４のアルキル基またはヒド
ロキシアルキル基を表し；Ｑは炭素原子数１～３のアルキレン基、または炭素原子数２～
３のヒドロキシアルキレン基を表し；Ｚ-は、－ＣＯＯ-または－ＳＯ3

-を表し（ただし、
Ｚ-が－ＣＯＯ-であるとき、Ｑはアルキレン基である）；ｋは１～５の整数を表し；ｍは
０または１の整数を表す。〕
【００２５】

【００２６】
〔式（III）中、Ｒ6は炭素原子数９～１７のアルキル基またはアルケニル基を表し；Ｒ7

は－ＣＨ2ＣＯＯＭ2または－ＣＨ2ＣＨ2ＣＯＯＭ2を表し；Ｒ8は水素原子、－ＣＨ2ＣＯ
ＯＭ2または－ＣＨ2ＣＨ2ＣＯＯＭ2を表す。ここでＭ2は水溶性塩を形成するカチオンで
ある。〕
【００２７】

【００２８】
〔式（IV）中、Ｒ9は炭素原子数７～１９のアルキル基、アルケニル基、または炭素原子
数７～１５のアルキル基で置換されたアルキルフェニル基を表し；Ｒ10、Ｒ11はそれぞれ
独立に、水素原子、－ＯＨ、－ＣＨ2ＣＯＯＭ3、－ＣＨ2ＣＨ2ＣＯＯＭ3を表す。ただし
、Ｒ10、Ｒ11が同時に水素原子または－ＯＨとなることはない。ここで、Ｍ3は、水素原
子、ナトリウム、カリウム、アルカノールアミンまたはアルカリ土類金属を表す。〕
【００２９】

【００３０】
〔式（V）中、Ｒ12は炭素原子数５～１９のアルキル基またはアルケニル基を表し；Ａは
Ｒ13ＯＭ4またはＲ13ＯＲ14ＣＯＯＭ4を表し（ここで、Ｒ13は炭素原子数１～４のアルキ
ル基を表し、Ｒ14は炭素原子数１～４のアルキレン基またはＯＨ基で置換されたアルキレ
ン基を表し、２つのＭ4はそれぞれ独立に、水素原子、アルカリ金属またはアルカノール
アミンから誘導されるカチオンを表す）；ＢはＲ14ＣＯＯＭ4またはＣＨ2ＣＯＨＣＨ2Ｓ
Ｏ3Ｍ4を表し（ここで、Ｒ14、Ｍ4は上記で定義したとおり）；Ｇは任意のアニオンを表
す。〕
【００３１】
　（ｂ）成分の具体例としては、例えば、Ｎ－デシルベタイン、セチルベタイン、ステア
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リルベタイン、ヤシ油アルキルベタイン、ヤシ油脂肪酸アミドプロピルベタイン、ラウリ
ン酸アミドプロピルベタイン、ラウリン酸アミドメチルベタイン、ミリスチン酸アミドメ
チルベタイン、パルミチン酸アミドメチルベタイン、ステアリン酸アミドメチルベタイン
、ヤシ油脂肪酸ジメチルスルホプロピルベタイン、ステアリルジメチルスルホプロピルベ
タイン、ヤシ油脂肪酸アミノメチルスルホプロピルベタイン、ステアリルアミノメチルジ
メチルスルホプロピルベタイン、ミリスチルアミノメチルジメチルスルホプロピルベタイ
ン、ラウリルアミノメチル－ビス－（２－ヒドロキシエチル）－スルホプロピルベタイン
、Ｎ－ラウロイル－Ｎ－（２－ヒドロキシエチル）－Ｎ－カルボキシメチルエチレンジア
ミン、Ｎ－ラウロイル－Ｎ－（２－ヒドロキシエチル）－Ｎ’，Ｎ’－ビス（カルボキシ
エチル）エチレンジアミン、Ｎ－ラウロイル－Ｎ’－カルボキシメチル－Ｎ’－カルボキ
シメトキシエチルエチレンジアミン、Ｎ－ラウロイル－Ｎ’－カルボキシエチル－Ｎ’－
（２－ヒドロキシエチル）－エチレンジアミン、Ｎ－ラウロイル－Ｎ’－カルボキシエト
キシエチルエチレンジアミン、Ｎ－ラウロイル－Ｎ’－カルボキシエチル－Ｎ’－カルボ
キシエトキシエチルエチレンジアミン、２－ヤシ油脂肪酸アルキル－Ｎ－カルボキシエチ
ル－Ｎ－ヒドロキシエチルイミダゾリニウムベタイン、２－アルキル－Ｎ－カルボキシメ
チル－Ｎ－ヒドロキシエチルイミダゾリニウムベタイン等が挙げられる。ただしこれら例
示に限定されるものでない。中でもヤシ油脂肪酸アミドプロピルベタイン、ヤシ油脂肪酸
アミノメチルスルホプロピルベタイン、２－ヤシ油脂肪酸アルキル－Ｎ－カルボキシエチ
ル－Ｎ－ヒドロキシエチルイミダゾリニウムベタイン、ラウリルアミノメチル－ビス－（
２－ヒドロキシエチル）－スルホプロピルベタイン、Ｎ－ラウロイル－Ｎ－（２－ヒドロ
キシエチル）－Ｎ’，Ｎ’－ビス（カルボキシエチル）エチレンジアミン等が好ましく用
いられ、特には、ヤシ油脂肪酸アミドプロピルベタイン、２－ヤシ油脂肪酸アルキル－Ｎ
－カルボキシエチル－Ｎ－ヒドロキシエチルイミダゾリニウムベタインが最も好ましく用
いられる。（ｂ）成分は１種または２種以上を用いることができる。
【００３２】
　（ｂ）成分の配合量は、本発明の液体洗浄剤組成物中、０．１～１５質量％であり、好
ましくは１～１０質量％である。配合量が０．１質量％未満では、良好なコンディショニ
ング効果が得ることが難しく、一方、１５質量％を超えると系が増粘して吐出時の泡の感
触が悪くなる。
【００３３】
　本発明に用いられる（ｃ）成分としてのカチオン化デンプンは、下記式（VI）で表され
るカチオン性ポリマーが好ましく、該ポリマーは、（ａ）成分、（ｂ）成分を含む本発明
洗浄剤組成物中に良好な溶存状態で存在する。これにより泡吐出時の泡のクリーミー性や
安定性等の効果の向上が図られる。
【００３４】

【００３５】
　式（VI）中、各記号は以下の意味を表す。
【００３６】
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　Ｘ-は無機酸あるいは有機酸から誘導されるアニオンを表す。
【００３７】
　ａ、ｂは、ａ＋ｂ＝１で、ａは０．７５前後、ｂは０．２５前後の数を示すが（ｃ）成
分は下記に示すように平均分子量３万～１００万が好ましいので、ａ、ｂは（ｃ）成分が
かかる分子量範囲になるよう適宜調整される。
【００３８】
（ｃ）成分は平均分子量３万～１００万のものが好ましく、より好ましくは１０万～５０
万のものである。
【００３９】
　上記式中、Ｘ-はＣｌ-であるのが最も好ましく、この場合、（ｃ）成分は化粧品表示名
称で塩化ヒドロキシプロピルトリモニウムデンプンであり、デンプンと塩化グリシジルプ
ロピルトリメチルアンモニウムからなる４級アンモニウム塩である。塩化ヒドロキシプロ
ピルトリモニウムデンプンは、例えば「センサマーＣＩ－５０」（ナルコ社製。カチオン
化ポテトスターチ）等として市販されており、これら市販品を好適に用いることができる
。
【００４０】
　本発明では（ｃ）成分に代えて他のカチオン性ポリマー、例えば、カチオン化セルロー
ス誘導体、カチオン化グアーガム誘導体、ジメチルジアリルアンモニウム誘導体等を用い
た場合、泡吐出時の泡のクリーミーさや安定性等が劣り、本発明効果を得ることができな
い。
【００４１】
　（ｃ）成分の配合量は、本発明の液体洗浄剤組成物中、０．０１～２質量％であり、好
ましくは０．１～１質量％である。配合量が０．０１質量％未満では、すすぎ時のきしみ
が大きくなり、コンディショニング性が劣化する。一方、２質量％を超えると系が増粘し
、吐出時の泡の感触が悪化する上、容器が目詰まりする。
【００４２】
　上記構成の本発明の液体洗浄剤組成物は、ブルックフィールド型回転粘度計で０～５０
℃の温度で測定した粘度が３０ｍＰａ・ｓ以下程度の低粘度となることから、クリーミー
な泡を得ることができる。粘度が高すぎると、硬く粗い泡になり、クリーミー性に欠ける
が、本発明の液体洗浄組成物ではこのような不具合を生じない。
【００４３】
　本発明の液体洗浄剤組成物は、毛髪や皮膚の洗浄剤として、ヘアーシャンプー、ボディ
ソープ、ハンドソープ、洗顔剤などに好適に用いられ、その種類、使用態様などに応じて
、上記必須成分の他に従来から使用されている他の非イオン性界面活性剤、陽イオン性界
面活性剤、陽イオン性高分子化合物、パール化剤、粘度調整剤、ハイドロトロープ剤、香
料、色素、その他の添加物を本発明の効果を損なわない範囲で任意に組み合わせて配合す
ることもできる。
【００４４】
　本発明の液体洗浄剤組成物は、上述した成分を用いて、通常の方法に準じて調製可能で
ある。
【００４５】
　本発明の液体洗浄剤組成物は、多孔質膜を有するノンガスタイプの泡吐出容器に収容さ
れる。本発明で用いられるノンガスタイプの泡吐出容器は、一定量の液体洗浄剤組成物を
一定量の空気と混合し、泡状態として使用時に容器より吐出させるものであれば公知のい
ずれのタイプのものでもよい。具体的には、例えば、軟質容器の胴部を手指で押圧するこ
とにより使用するスクイズフォーマー、ポンプ機構を備えたキャップの頭を指で押圧する
ことにより使用されるポンプフォーマー等が挙げられる。そして使用時、容器内の液体洗
浄剤組成物を空気と混合した混合物を多孔質膜（１枚から複数枚）に通すことによって、
該液体洗浄剤組成物を容器吐出口から泡状として吐出させるようになっている。多孔質膜
としては、例えばスポンジ、焼結体、ネットなどが挙げられるが、使用性等の点から薄肉
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であるネットが好ましい。ネットとしては３０～３００メッシュが好ましく、より好まし
くは５０～２５０メッシュである。３０メッシュ未満では孔が大きすぎて泡立ちが悪くな
り、一方、３００メッシュ超では液体洗浄剤組成物の目詰まりを生じやすく好ましくない
。また、このようなメッシュの材料として好ましいものとしては、ナイロン、ポリエステ
ル等が挙げられるが、これら例示に限定されるものでないことはもちろんである。
【実施例】
【００４６】
　本発明について以下に実施例を挙げてさらに詳述するが、本発明はこれによりなんら限
定されるものではない。配合量は特記しない限り、その成分が配合される系に対する質量
％で示す。化粧品原料は使用のしやすさから水希釈で販売されているがここで表記する配
合量は全て純分である。
【００４７】
　実施例に先立ち、本実施例で用いた各評価の試験方法、評価基準について説明する。
【００４８】
　［室温での泡のクリーミー性（吐出時、および、吐出から１分間経過後）］
　スクイズフォーマー型容器（吐出口内部に１５０メッシュの多孔質膜を有する）に各試
料を充填し、室温にてパネラー１０名がそれぞれ通常のスクイズ動作を行い、内容物を吐
出させて手に取り、泡吐出時と、泡吐出から１分間経過後に、泡の見た目と感触により、
泡のクリーミー性を下記評価基準に従って室温にて官能評価した。
（評価基準）
○：泡がクリーミーで良好
△：泡がやや粗い、やや硬いまたは柔らかすぎる
×：泡が粗い、硬いまたは柔らかすぎる
【００４９】
　［低温での泡のクリーミー性（吐出時、および、吐出から１分間経過後）］
　スクイズフォーマー型容器（吐出口内部に１５０メッシュの多孔質膜を有する）に各試
料を充填し、０℃にてパネラー１０名がそれぞれ通常のスクイズ動作を行い、内容物を吐
出させて、手に取り、泡吐出時と、泡吐出から１分間経過後に、泡の見た目と感触により
、泡のクリーミー性を下記評価基準に従って０℃にて官能評価した。
（評価基準）
○：泡がクリーミーで良好
△：泡がやや粗い、やや硬いまたは柔らかすぎる
×：泡が粗い、硬いまたは柔らかすぎる
【００５０】
　［コンディショニング性（きしみ感のなさ）］
　パネラー１０名が各試料を洗髪に用い、すすぎ時のきしみ感のなさを下記評価基準に従
って官能評価した。
（評価基準）
○：あまりきしまない
△：かなりきしむ
×：きしみがひどく、指通りが非常に悪い
【００５１】
　［泡立ち］
　パネラー１０名が各試料を洗髪に用い、泡立ちを下記評価基準に従って官能評価した。
（評価基準）
○：よく泡立つ
△：普通
×：泡立ちが悪い
【００５２】
　［実施例１～６、比較例１～１３］
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　下記表１～２に示すヘアシャンプー（液体洗浄剤組成物）を常法に準じて調製した。こ
れらを試料として、上記評価方法により評価し、最も評価が集まった評点を評価結果とし
た。結果を表１～２に示す。なお、表１～２中、「カチオン化デンプン(*)」は「センサ
マーＣＩ－５０」（ナルコ社製。カチオン化ポテトスターチ）を用いた。
【００５３】
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【００５４】
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【表２】

【００５５】
　［実施例７］
　ポンプフォーマー型容器（吐出口内部に多孔質膜を有する）に下記の試料（液体洗浄剤
組成物）を充填して使用する。本実施例７によれば、容器の目詰まりもなくクリーミーで
安定な泡が得られる。
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（試料）
　　（配　合　成　分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（質量％）
　Ｎ－ヘキサノイル－Ｎ－メチルタウリンナトリウム（Ｃ＝６）　　２０
　ヤシ油脂肪酸アミドプロピルベタイン　　　　　　　　　　　　　１０
　カチオン化デンプン（カチオン化ポテトスターチ）　　　　　　　　１
　クエン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
　香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．００１
　イオン交換水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残余
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